
返
却
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化

体
は
一
三
一
〇
本

下
田
議
員
は
、「
原
子
力
発

電
は
『
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ

ョ
ン
』
等
と
い
わ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
再
処
理
依

託
し
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
を
ガ
ラ
ス
固
化
体
と

し
た
も
の
が
一
九
九
八
年
以

来
返
却
さ
れ
て
き
て
い
る
が

現
在
六
ヵ
所
に
何
本
が
帰
っ

て
き
て
い
る
の
か
」
と
質
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

西
山
電
力
ガ
ス
事
業
部
長
は

「
平
成
十
九
年
十
一
月
現
在

の
返
却
数
は
一
三
一
〇
本
で

あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

『
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
近
く
で

は
二
〇
秒
で
致
死
』

下
田
議
員
は
「
青
森
県
を

最
終
処
分
場
に
し
な
い
と
い

う
が
、
状
況
は
切
迫
し
て
い

る
。
い
ま
ど
こ
か
に
決
ま
っ

て
も
建
設
に
三
〇
年
は
か
か

る
。
青
森
の
地
元
紙
に
『
ガ

ラ
ス
固
化
体
の
傍
に
二
〇
秒

留
ま
る
と
死
ぬ
』
と
い
う
記

述
が
あ
っ
た
。
国
民
は
こ
の

事
実
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？

地
元
の
不
安
は
大

き
い
。
」
と
語
り
さ
ら
に
、「
再

処
理
の
商
業
ベ
ー
ス
化
が
ど

ん
ど
ん
進
め
ら
れ
、
放
射
能

が
、
再
処
理
工
程
に
伴
っ
て

海
洋
に
大
量
に
放
出
さ
れ
て

い
る
。
今
日
は
岩
手
、
宮
城
、

東
京
か
ら
も
心
配
し
て
傍
聴

者
が
見
え
て
い
る
。
昨
年
十

一
月
十
八
日
に
流
さ
れ
た
放

射
能
廃
液
濃
度
は
原
発
の
規

制
値
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
倍

だ
っ
た
の
か
？
」
と
質
し
ま

し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

平
岡
英
治
原
子
力
安
全
・
保

安
院
審
議
官
は
「
再
処
理
工

場
か
ら
の
廃
液
は
核
種
が
多

様
で
あ
る
事
を
考
慮
し
、
放

射
線
審
議
会
な
ど
の
答
申
の

『
三
ヶ
月
で
０
・
２
５
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
』
を
下
回
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
十
一
月
十
八

日
も
管
理
目
標
値
を
下
回
っ

て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

『
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
行
っ
て

い
な
い
』

さ
ら
に
下
田
議
員
は
、「
下

回
っ
て
い
る
と
い
う
が
こ
れ

に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は

行
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
質

し
ま
し
た
。
平
岡
審
議
官
は
、

「
廃
液
の
安
全
性
を
確
認
し

て
い
ま
す
の
で
、
生
態
系
への

影
響
と
い
う
意
味
で
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と

答
え
ま
し
た
。

下
田
議
員
は
「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
実
に
つ
い
て
こ
れ
か

ら
（
国
会
な
ど
で
）
正
規
に

質
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
語
り

こ
の
件
の
質
問
を
終
え
ま
し

た
。

「
０
・
２
５
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
」
は
ど
う
計
算
し
た
の

か
国
会
の
中
継
録
画
を
見
た

岩
手
の
消
費
者
や
漁
業
者
か

ら
は
、「
国
の
専
権
事
項
と
い

い
な
が
ら
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

も
行
わ
ず
、
安
全
、
安
全
と

繰
り
返
す
だ
け
の
審
議
官
の

国
会
答
弁
で
は
納
得
出
来
な

い
」
、
「
再
処
理
廃
液
は
原
発

並
み
の
濃
度
規
制
も
な
い
二

重
基
準
。
漁
業
に
悪
影
響
が

考
え
ら
れ
、
心
配
で
あ
る
」

「
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る

国
会
に
ふ
さ
わ
し
い
議
論
を

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

三陸の海を放射能から守る                     天恵の海を守ろう！
岩手の会                                200７（平成 1９）年      
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十
二
月
四
日
開
催
さ
れ
た
参
議
院
経
済
産
業
委
員
会

に
お
い
て
、
下
田
敦
子
参
議
院
議
員
（
民
主
・
比
例
代
表
・

青
森
）
が
質
問
に
立
ち
、
六
ヵ
所
再
処
理
工
場
に
つ
い
て
、

海
外
か
ら
の
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
数
、
最
終
的
処
分
場

問
題
、
海
洋
放
出
放
射
能
濃
度
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
政
府
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し

た
。 
 
 

（
参
議
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
録
画
か
ら
）



隣
県
で
「
再
処
理
」
稼
働
、
知

事
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

本
会
議
で
質
問
に
立
っ
た

高
橋
博
之
議
員
は
「
本
県
の

市
民
団
体
、
消
費
者
団
体
、

漁
業
者
、
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど

が
中
心
に
な
っ
て
『
放
射
能

を
流
さ
な
い
で
』
と
す
る
九

万
人
を
越
え
る
署
名
を
集
め
、

先
日
、
国
に
提
出
し
た
が
、

県
民
の
命
と
生
活
に
責
任
を

持
つ
知
事
は
如
何
に
お
考
え

か
？
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

達
増
拓
也
知
事
は
「
国
と

事
業
者
は
、
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
通
じ
て
影
響
の
有
無
を
科

学
的
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
安
全
性
に
つ
い
て

よ
り
一
層
の
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
、
機
会
あ
る
毎
に

働
き
か
け
て
ゆ
く
。」
と
答
え

ま
し
た
。

民
意
を
捉
え
国
や
事
業
者

に
強
く
要
望
す
る

高
橋
博
之
議
員
は
、
風
評

被
害
対
策
の
た
め
に
岩
手
県

も
安
全
協
定
を
結
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
し
、
原
子
力
防

災
対
策
や
原
子
力
専
門
家
に

よ
る
機
関
設
置
な
ど
が
必
要

で
あ
る
。
こ
と
環
境
問
題
に

関
し
て
は
、
今
や
「
予
防
原

則
に
よ
る
安
全
策
」
が
主
流

と
力
説
し
ま
し
た
。
そ
し
て

次
世
代
の
利
益
の
代
弁
者
と

な
る
よ
う
な
知
事
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

達
増
知
事
は
「
原
子
力
政

策
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
意

見
も
対
立
し
て
い
る
が
『
分

か
ら
な
い
こ
と
は
分
か
ら
な

い
（
無
知
の
知
）』
と
い
う
立

場
か
ら
出
発
す
る
。
そ
れ
は

慎
重
な
判
断
を
行
う
と
い
う

事
で
あ
る
。
県
民
の
不
安
や

要
望
に
つ
い
て
民
意
を
捉
え

て
国
や
事
業
者
に
強
く
発
言

し
て
ゆ
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

『請
願
』は
ま
た
も

継
続
審
査
へ

 
 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

十
二
月
十
日
開
催
さ
れ
た

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

継
続
審
査
と
さ
れ
て
き
た

「
放
射
能
を
流
さ
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願
」
が
審
議
に

付
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
は
「
推
進
派
、
反
対
派
の

専
門
家
を
招
い
て
意
見
を
聞

い
た
が
、
同
じ
数
値
で
も
見

解
が
分
か
れ
る
。
今
回
判
断

す
る
こ
と
は
や
は
り
難
し
い
。

来
る
一
月
十
六
日
、
国
の
原

子
力
安
全
・
保
安
院
の
担
当

者
を
招
き
説
明
を
求
め
て
判

十
二
月
七
日
、
東
北
地
方

の
自
然
保
護
二
十
一
団
体
が

連
名
で
青
森
・
岩
手
両
県
の

知
事
に
対
し
て
「
再
処
理
工

場
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
原

発
並
み
抑
制
」
と
「
放
射
能

除
去
装
置
の
設
置
」
を
要
望

し
ま
し
た
。
同
自
然
保
護
団

体
は
、
十
一
月
一
〇
・
十
一

日
に
花
巻
で
第
二
八
回
東
北

自
然
保
護
の
集
い
を
開
催
し
、

六
ヵ
所
再
処
理
工
場
に
つ
い

て
学
習
・
討
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
参
加
団
体
の
意

見
一
致
の
上
、
前
記
要
望
書

を
採
択
し
て
い
ま
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

断
す
る
」
と
の
確
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
三
陸
の

漁
業
者
や
消
費
者
の
声
を
聞

自
然
保
護
団
体
、
消
費
者

団
体
・
市
民
運
動
・
サ
ー
フ

ァ
ー
等
に
よ
っ
て
、
地
元
紙

の
岩
手
日
報
に
、「
放
射
能
を

流
さ
な
い
で
！
」
と
い
う
意

見
広
告
を
掲
載
す
る
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
と
海
と
空
の
会
」

（
会
長

澄
川
嘉
彦
さ
ん
）

郵
便
振
替
〇
二
二
〇
〇-

〇-

一
〇
五
七
六
八

一
口
千
円
の
カ
ン
パ
を
よ
ろ
し
く

事
務
局

望
月
達
也

〒
〇
二
五
ー
〇
三
〇
二

花
巻
市
糠
塚
三-

一
二
一

電
話
〇
一
九
八-

二
七
ー
五
九
八
五

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

く
な
ど
、
当
事
者
の
意
見
も

入
れ
て
公
正
な
判
断
が
な
さ

れ
る
よ
う
望
ま
れ
ま
す
。

使用済み核燃料再処理（加工）状況

第１ステップ ０６年３月３１日～６月２４日

    ６７体 ウラン３１㌧

第２ステップ ０６年８月１２日～１２月６日

  １６６体 ウラン６０㌧

第３ステップ ０７年 １月２９日～４月２６日

   ３１９体 ウラン７０㌧

第４ステップ ０７年８月３１日～

  ２２０体 ウラン９９㌧（10 月末まで）

累計  ７７２体 ウラン２６０㌧を処理

高レベル放射性廃液推定１３０㌔㍑蓄積
（処理ウラン１㌧当たり 0.5 ㌔㍑として計算）

＊日本原燃は１２月１４日、第４ステップのガラ

ス固化体製造作業の一部を第５ステップに繰り延

べ、第５ステップの「せん断・溶解作業」の一部

を第４ステップで行う」と発表し、原子力安全・

保安院に届け出ました。遠隔操作による「危険な

高レベル放射性廃液・ガラス固化」の作業ですが、

トラブルの可能性もあり、心配されます。

十
二
月
五
日
開
催
さ
れ
た
岩
手

県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
六
ヶ
所

村
再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射
能
の

本
県
へ
の
影
響
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
福
祉
委
員
の

高
橋
博
之
県
議
（
花
巻
・
政
和
社
民

ク
ラ
ブ
）
は
「
海
や
空
へ
の
放
射
能

放
出
に
つ
い
て
、
漁
業
者
や
消
費
者

か
ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

知
事
は
ど
う
考
え
る
か
？
」
と
質

し
、
達
増
拓
也
知
事
は
見
解
を
表
明

し
ま
し
た
。

十
日
に
は
、
環
境
福
祉
常
任
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
「
岩
手
の
会
」
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
海
へ
、
空
へ
放
射

能
を
流
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請

願
」
を
審
議
し
、
今
回
も
『
継
続
審

査
』
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

環境福祉委員会には２６人ほど傍聴者が詰めかけました。


